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【巻頭言】 

  数学科に知己を得て 
 

1981年度 理学部数学科卒業 片桐知己治 

78年に東海大学理学部数学科に入学して、92年に東海

大学付属第一高等学校の教員として採用され、96 年に現

在の東海大学付属高輪台高等学校に異動してきました。大

学を卒業してから 33 年が過ぎましたが、幸運なことに東

海大学の付属高校で働かせていただいているおかげで、毎

年 11 月１日の建学記念式典や、夏休みに行われる学園オ

リンピックなどで湘南校舎を訪れることができます。昨年

12 月６日に霞ヶ関の東海大学校友会館で挙行された理学

部創立 50 周年記念式典では、氏家勝巳先生、田中實先生

など、お世話になった先生方とお話しをすることができま

した。また、付属高輪台高校が文部科学省からＳＳＨ（ス

ーパーサイエンスハイスクール）の指定を受けているため

に、数学科の山本義郎先生を始めたくさんの先生方にお世

話になっています。 

この理学部 50周年記念式典では、記念誌が配られまし

た。これを読むと、数学科は理学部が新設された 64 年に

同時に開設されました。78年に入学した私は 15期生とい

う事になります。東海大学理学部数学科同窓会が 25 周年

を迎え、会報も 10 号を数えることとなったのを知り、山

田正和会長をはじめ、関係者の皆様のご苦労には、深く感

謝申し上げます。 

また、付属翔洋高校の遠藤理文先生、付属第三高校の

浜和男先生、付属甲府高校の佐藤昌宏先生など大学時代に

一緒に学び、建学祭で一緒に頑張った先輩・同級・後輩の

先生方と現在もお付き合いさせていただけているのも、付

属高校の教員をしているおかげだと感謝しています。 

さらに、私事にはなりますが、78年、79年に入学した

数学科の仲間達 10名ほどで、毎年 1月と８月に、新宿と

上野で集まり、一献酌み交わしながら、現況を語り合う楽

しい会を、卒業以来 33 年間にかけて続けています。毎年

集まって色々な事を話しますが、お酒が入って酔ってくる

と、必ず大学時代に数学科の仲間達で建学祭で行った「モ

ツ焼き屋」や「歌声広場」の思い出話しが出てきます。部

活動でもないのに、数学科では先輩と後輩の繋がりが強く、

建学祭で一緒に活動したり、理学部杯のソフトボール大会

に出場したりと、楽しい学生時代を過ごさせていただきま

した。 

色々な思い出が詰まった湘南キャンパス。例年 11月１

日から３日まで実施される建学祭にぜひみなさんにおい

でいただき、数学科のテント・ブースに顔を出していただ

きたいと思います。新しい出会い・絆が生まれることでし

ょう。 

片桐知己治（かたぎり ともみち） 

東海大学理学部数学科 1981年度卒 

東海大学付属高輪台高等学校 校長 

 

【大学・就職・定年後】 

1970年度 数学科基礎数学専攻卒業 斉藤一也 

原稿の依頼を受け定年後、文章を書くこともなく生活を

送ってきて、さて、どうしようかが正直な思いで、走馬灯

のごとく頭によぎるのは学生時代の４年間の思い出、良き

にしろ悪きにしろ大学４年間は、その後の人生に大きな影

響があったことは間違いないと思います。 

高校を卒業後淡路島を出て神奈川県秦野市に初めての

下宿生活不安もありましたが下宿での良き先輩、下宿の皆

さんに迎え入れられ楽しい学生生活のスタートが切れま

した。 

大学では数研に入部し最高の仲間と知り合い、多くの人

に助けられながら４年間を無事に過ごし卒業しました。大

学に入り初めて食べた物は餃子、ラーメン、納豆、インス

タントラーメンでした。納豆は好きになれませんでしたが

インスタントラーメンは下宿での必需品、ラーメン＋ライ

スは学食でのヒルの定番でした。下宿の先輩にラーメンラ

イスは贅沢と言われ、その方は学食にお茶ずけのりを持ち

込み節約していました。（先輩は医者の息子） 

遊びでの定番は麻雀で社会人になってもよくやってい

ました。３年生の時、下宿を大学から歩いて１０分のお寺

に移り、お寺が麻雀部屋になり、暇を作っては入りびたり

で麻雀をしていたのが懐かしい思い出です。バイトも色々

とやりました。びっくりするのが家庭教師、八百屋、牛乳

配達、井戸掘り、古墳発掘調査、淡路島の池の数と大きさ

の調査等人生経験になったと思います。 

肝心の勉強は、私の結婚式に同輩が来てくれて“彼が卒

業できたのは僕たちのおかげです”の発言でわかります。

何日かしてから親が嘆いていたのを思い出します。 

こんな私ですが就職は良い会社に入れました。採用人数

３００人で私を含む５人は研究室配属。２人は北大、１人

は 鹿 児 島 大 、 １ 人 は 同 志 社 の 中 に 私 が い ま し

た？？？？？？？？ 

先輩が１０人いて総勢１５名でやる仕事は社内作業の

コンピューター化でした。 

新人５人にはコンピューターを使って何でもいいから

遊んでみろ、と寛大な会社で入力タイプライター、出力ラ

インプリンターでボーリングのシミュレーションゲーム

を作ったり、基盤配線システム（１０個の IC の自動 7 配

線９９％、１％は手動）、XY プロターを使った自動作図
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（簡単な図面は１時間（手書きは半日））等約２年間社内

作業時間の短縮を課題に自由奔放に仕事をさせていただ

きました。（四則演算による数式は私にとって仕事上の武

器でした。） 

３年目以降はソフト開発、システムエンジニア、データ

分析等を６０歳まで勤め、社内外の大勢の人に支えられ無

事に勤め上げ定年退職をしました。 

定年後は自由奔放にと定年前には考えていたのですが

５４歳で妻を亡くし定年後母親が病気で入院、淡路島の実

家に帰り母親の見守りをしながら趣味の旅行、買い物、海

釣り（明石へ月２－３回）、家庭菜園（イチゴ４００株、

にんにく２００株、玉ねぎ２０００株、季節の葉野菜等）、

ミカン果樹園（はっさく５本、ナルトオレンジ１０本）、

花作り（バラと一年草）を毎日忙しくやっております。一

番大変なのがみかん山、畑等の草刈りです。６１歳の時８

歳年下の彼女が現れ旅行、買い物等パートナーとして成春

（せいしゅん）を楽しんでおります。 

私の健康法は愛ある人生、１日 12,000 歩のウオーキン

グです。家でぶらぶら、スーパーに買い物程度ですと多く

て 6,000歩です。毎日は無理として週に 4日程度の無理の

ない程度で、暑い時はやめています。皆さんも日ごろから

少しずつ運動はしましょうね。定年後のために！ 

 

【川尻先生の思い出】 

1973年度 数学科基礎数学専攻卒業 三崎逸男 

川尻先生が亡くなって、どうして解析に力を入れてやら

なかったのか悔やまれます。一つには高等学校で微積分や

ったのが嫌いで、それが災いをして微分積分が嫌いになっ

たのだと思います。そして分かっているようで分からない

無限を扱う難しさがあると思います。そして dx、dy と  

を離して使うことに心理的抵抗がありました。素直に聞き

に行けば良かったのですが、兎に角 dx＝・・・、とある

ともうダメだ、読めない本だと思いました。それでも一変

数の微積分の基本定理は分かったのですが、多変数になる

と今も分かりません。位相幾何も本部先生に習いましたが

分かりませんでした。分かったのは出席すれば誰でも分か

ったでしょうが、念仏の如く講義をする渡辺先生の位相空

間論で同じようなことを繰り返し、話し嫌いでも分からず

にはいられないことでした。 

 代数はウェルデンの本かポントリャーギンの本を読ん

だらと、書いてあったのでウェルデンの本を読みました。

ガロワの基本定理くらい、だったと思います。ゼミの今井

先生にウェルデンを読んでいると二度言うと二回とも英

訳があると言いました。今井先生はユーモアのある人で、

私が背が低くやせているので「三崎君なんか牛肉食べる人

ですか」と言われました。確かダイエーがありますから、

と答えたと思います。いいユーモアが浮かびませんでした。 

 川尻先生にゼミでやりたいことをホモロジー代数と書

いたのですが、今井先生が服部昭の代数の本を使用してい

ることを知っており、服部昭と中山正共著の「ホモロジー

代数学」の有名な本があり、そのせいで今井先生に回され

たのだと思います。H.Cartan と S.Eilenberg のホモロジ

ー代数の本を持っていて楽しみにしていたのですが、足立

という人の大学院の講義でホモロジー的方法で類体論を

やると言ったら、今井先生が布川先生にぼくはちょっ

と・・・。として授業されませんでした。今井先生はホモ

ロジー代数を知らないことが判明しました。ゼミでは代数

函数論で読めるのですがイメージがわかず、代数曲線（知

らない）の代数部分か？日本語で岩沢健吉の代数部分と同

じようなものをやったのですが、今となっては何をやった

のかさっぱり分からず読む気にもなりません。dx、dy を

ばらばらに考えることは高瀬正仁の「dxと dyの解析学」

を読めば納得するかと思い買いましたが、何せ解析のこと

まだ読んでいません。兎に角、高校の時から置換積分が分

からず後にラングの本の説明でやっと納得した経緯があ

り、自分は疑問が湧きそれが執拗にまとわりつくと思いま

した。何かパソコンを習いに行っても本当にビリ、税金の

講習を聞いても分からない、何か頭の悪い人間が数学科に

入って好きなことしかしないと私のようになるのではな

いかと思いました。それにしても川尻先生の授業を真面目

に聞けば良かったとつくづく思います。 

 

【学生時代を振り返り】 

1974年度 数学科基礎数学専攻卒業  中畑登 

私は 1975 年東海大学理学部数学科（基礎数学専攻）を

卒業しました。静岡にある東海大学短期大学部に 27 年間

勤め、現在は高輪校舎に勤務しています。 

今年 2 月に数学科同窓会創立 25周年記念祝賀会に参加

させていただき、大学（大学院）当時にお世話になった氏

家勝巳先生、根本精司先生、杉田公生先生とお会いするこ

とができ大変嬉しく、また当時のことを懐かしく思いまし

た。私は 4年時、布川正巳先生（故人）のゼミでガロア理

論や連続群について勉強しましたが、曖昧な説明や証明を

すると先生はたちまちそれを見抜き、厳しい言葉が飛んで

きたものです。逆にうまく説明できたときは、「それでよ

いのです」というような満足（？）な表情をされ、それが

一つの自信になりゼミを続けることができたと言えます。

このゼミを通して数学の他にもその後教師として教壇に

立つうえで多くのことを学びました。 

連続群についてはポントリャーギンの連続群論という

本を読みました。この本を薦めて下さったのは北田奨先生

（故人）です。数学科で開かれたあるコンパで先生が数学

の話をしているときに、「ポントリャーギンの連続群論と

いう本は非常に良い本だから是非読んでみなさい」と言わ

れ、さっそく上・下巻を購入して少しずつ読み始めました。

そして 4年のゼミでそれを読み、大学院のゼミでは布川先

2 



生とリー群や幾何の専門でいらした杉田先生の下で再び

ポントリャーギンの連続群論の続きをやることになり、2

年ぐらいかけて読み終えることができました。このとき杉

田先生は、「昔はこれで飯が食えたけれど、これからはだ

めだ」と、もっと先を勉強しなさいという意味のことを言

われました。先生とは大変ご無沙汰してしまい、今年の祝

賀会で二十数年ぶりにお会いすることができました。先生

の淡々としたご様子は当時と変わっていませんでした。 

振り返ってみると大学入学から現在まで様々な人から

多くのことを教えていただき、今の自分があると感謝して

います。末筆ながら同窓会の皆様のご健勝と今後のご活躍

をお祈りして、挨拶と代えさせていただきます。ありがと

うございました。 

 

【活躍する卒業生】 

1984年度 理学部数学科卒業 吉田守 

理学部数学科同窓会会報 10 号発行、おめでとうござい

ます。 

私のような者に、このような貴重なご縁をいただいたこ

とに、驚きや若干の戸惑いもございましたが、自身の半生

を懐古する良き機会となり、大変な感謝を致しております。 

私は、1981 年東海大学理学部数学科に付属推薦で入学

しました。実は、その選択は、体育学部と迷い抜いての決

断でした。両学部は、一般的に比較対象にあるような学部

ではありませんが、幼少期から野球一筋で、高校時代も野

球に青春を捧げていた私にとっては体育学部も非常に魅

力的であったのです。しかし、野球を愛するのと同じくら

い数学の楽しさにも惹かれていた当時の私は、周囲の反対

を一蹴し、理学部数学科に入学を決めたのでありました。 

現在、私は山王総合株式会社という会社で取締役をして

います。弊社は、東海大学関連企業のグループに所属する、

建物の総合管理や建設関係、及び人材派遣をしている会社

です。 

縁あってこの会社に入った私も、烏兔匆匆の感が深く、

気がつけば 27年もの歳月が経ちました。恥ずかしながら、

学生時代に勉強した内容は、そのほとんどが忘却の彼方に

なってしまいました。しかし、その時の教えが身体のどこ

かに財産として残っており、今日の私の大きな糧になって

いることを信じて疑わないでいます。 

素晴らしいことに東海大学は、スポーツ面において、数

多くの卒業生が活躍しています。だが、スポーツだけでな

く、各分野での卒業生の活躍が、母校の更なる発展のため

には必要でしょう。ようやく、弊社も少しずつではありま

すが、卒業生の受け入れが出来るようになりました。私自

身まだまだ若輩者ではありますが、こうして僅かながらで

も、母校の恩を還元できたら嬉しいことだと感じています。 

末筆ですが、東海大学理学部数学科の益々の隆昌をお祈

り申し上げます。 

 

【大学時代の思い出】 
1994年度 理学部数学科卒業 荒川英樹 

僕が大学に入学したのはもう２０年以上前のことにな

ります。２浪もしてやっと入学できた大学でした。入学後

は、「スポーツ」そして「友達作り」、その２点に絞り大学

生活を送ることにしました。入学後、すぐにボクシングジ

ムに通い、ジムから帰ったあとは友達をアパートに招き、

飲み明かす生活。大学に入ってすぐにできた友達は酒好き

ばかりで僕のアパートは居酒屋のように活用されました。

「スポーツ」・「友達作り」、はじめの１年目は完璧でした。 

２回生になった最初のころだと思います。友達と新宿に

飲みに行き、その後立ち寄ったゲームセンターのパンチン

グゲームで右小指を骨折。そしてボクシング挫折。目標が

一つに減り、尚且つ、いつの間にか「友達作り」がただの

「飲み会」に変わっていました。そのころから不登校が始

まりました。朝は部屋の掃除、昼からはテレビを見て過ご

していました。TV-CMが好きで莫大な数の TV-CMを覚えま

した。２回生、３回生と大学もろくに行かず過ごしていた

のでさすがに「なんかせねば！」と思い始めました。「よ

し、卒業までに金を貯めてアメリカに釣りをしに行こ

う！」と心に決めました。それから大学も行かず土木作業

ばかりしていました。春のことだったと思います。留年の

通知が・・・。土木作業で稼いだお金を授業料に充てまし

た。アメリカ断念。釣りも止め、やっとそこから勉強しよ

うかという感じになりました。２回目の３回生。永瀬先生

のゼミ室の門を叩き先生にお願いをしてゼミを受けさせ

てもらうことにしました。（本来、ゼミは４回生から）本

当に恥ずかしかった記憶があります。 

【永瀬先生へ：快く受け入れていただきありがとうござい

ました！】 

相変わらず不登校は治らず永瀬先生の授業も出席した

ことがありません。しかし、ゼミは全出席。本当に楽しく

やりがいがありました。そんなある日のこと、永瀬先生か

ら「僕、来年アメリカに行くんだけど・・・、来る？」み

たいな話をいただきました。プラス「ただし、もう一つの

田中先生の幾何学を落としたら行けないよ！」と。「田中

先生の幾何学を落とさへんかったら夢の釣りが行ける！」

と思いました。 

（補足：その後、田中先生の幾何学のテストは１００点。

ちなみにその前の前期テストは０点でした。） 

省略 

半年のアメリカの留学生活が終わり、その後、僕はフロ

リダの池で釣りをしていました。大きなブラックバスが釣

れ現地の新聞に載りました。 

省略 

最後に。学生のころ、本当に大学に行かなかったですが、

卒業してからの同窓会などは、同級生の間では一番出席し

ていると自負しております。今後は大学時代の足りなかっ

た出席日数を取り返していこうと思っております。また、
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永瀬先生をはじめ、志摩先生、山本先生、都地先生、その

他大学関係者の方々、及び代返してくれた友人達に感謝す

るとともに恩返しができたらと思っております。ありがと

うございました。 

（補足：大学を卒業して就職した先は TV-CM制作会社でし

た。） 

 

【数学と野球】 

2014年度 理学部数学科卒業 原綾菜 

 私が東海大学に入学を決めた理由は、大きく 2つあった。

1つ目は強い野球部だった。女である私は選手として野球

をすることができなかったが、野球が好きという気持ちか

ら高校時代に野球部のマネージャーをしており、大学に入

ってもその活動を続けたいと思っていた。そして大学では、

「日本一」になりたいと思っていた。東海大学の硬式野球

部は、読売巨人軍監督、原辰徳さんの出身校であり、数多

くのプロ野球選手を輩出している。野球部の施設を見学さ

せて頂き、高校時代に叶えることができなかった「日本一」

の目標が叶えることができるのではないかと考えた。 

 2つ目は数学の教員になるため、数学の専門性を極めら

れる数学科で学びたかったことだ。私は将来、数学の高校

教師になりたいと考えていた。情報系の学部に入って、情

報と数学の教員免許を取ることや、教育学部のある大学も

選択肢としてはあった。しかし、私は数学を深くまで学び、

専門的知識を十分に持った教員になりたいと考えていた。

それらの願いを叶えられるのは、東海大学だと考え入学を

決めた。 

 入学してからは、学業と部活動の両立を目指す日々だっ

た。大学での 4時間の授業が終わったあと、夜までの練習

が毎日あり、公式戦で授業を休まざるを得ない日も多くあ

った。時間が経つにつれ、野球部の活動に日々の時間を費

やし、勉強が疎かになりがちであった。そんな私にいつも

助言をくれ優しく見守り、また時に厳しく叱ってくださっ

たのは、数学科の先生方だった。私が持っている、野球部

での日本一になることと、教員になることの両方の夢を、

同じように大切にしており、どちらも真剣に目指している

ことを数学科の先生方は理解してくださっていた。勉強が

疎かになっていれば厳しく叱ってくださり、部活に迷いが

出れば背中を押してくださりと、大学生でありながらいつ

も支えて頂いていた。 

 その中で、私が大学 4年生のとき、硬式野球部は全国制

覇を 13 年ぶりに成し遂げた。その全国大会中、私は教育

実習で野球部の現場を離れていた。4年間、野球部のマネ

ージャーとして活動してきたが、夢見ていた日本一の瞬間、

野球部を支えることはできなかった。教育実習を行ってい

ても野球部の試合結果が気になったりもした。野球部の全

国大会も、教育実習も、私にとってはどちらも同じくらい

大切なものだった。教育実習で学んだことも、野球部で 4

年間学んだことも、私を人間として成長させてくれた大き

な経験だったと思う。 

私は 2015 年 3月に東海大学を卒業し、今は教員になる

夢を叶え、神奈川県内の私立高等学校で専任数学科教員と

して働いている。そして高校 1年生の担任、校務分掌など

様々な経験をさせていただいており、忙しい日々を送りな

がらも生徒たちの笑顔に毎日元気付けられながら、楽しく

充実した毎日を過ごしている。また、高校・大学時代の野

球部マネージャー経験を評価していただき、働いている高

校では、軟式野球部の責任教師を任されている。今の自分

があるのは、東海大学に進学したことに始まり、私を支え

てくれた数学科の先生や友人、そして野球部での活動があ

ったからだと強く感じている。 

 大学生活を振り返ると、両立を目指しながらも互いを互

いで言い訳し、努力を怠っていた部分があるな、と後悔し

ている。もっと時間を有効活用して、勉強に取り組めたの

ではないか、将来の夢を言い訳に、部活の手を抜いていた

のではないか、思い返すとどちらも中途半端になってしま

ったように感じてならない。4年間、大学で学んで、数学

科の勉強と野球部の活動を両立できたかと聞かれると、胸

を張って「はい」と言えるものではない。それでも、どち

らの夢も達成したいと欲張ったのは、どちらも自分にとっ

て大切な夢であり、譲ることはできなかったのは私自身だ

った。時期が悪く、全国大会と教育実習の日程が重なって

しまったが、大学入学当時に描いていた、教員になること

と、野球部で日本一になるという 2つの夢は叶えることが

できた。大学生活は充実したものだったかと聞かれれば、

胸を張って「はい」と答えられる。 

 教員になった私には、まだまだ叶えたい夢がたくさんあ

る。教員になることは、私にとってスタートラインに立っ

ただけに過ぎない。大学生活で学んだ多くのことを活かし、

生徒から信頼される教員を目指して、成長していきたいと

思う。 

 

【同窓会の活動状況】 

 2014 年度は数学科同窓会設立 25 周年で 2015 年 2 月に

霞が関の校友会館に於いて記念祝賀会が開催され卒業生

や石原良美理学部長にもご参加を頂き、多くの先生方が出

席され盛大に行われました。 

2014年度は 3月 25日の学位授与式で同窓会賞は関本裕

基さん、福重昇子さんの 2名に授与されました。 

例年、11 月 3 日の大学の同窓会ホームカミングデーに

合わせて数学科同窓会も総会を 18 号館理学部棟の 8 階で

開催しています。先輩、後輩が集い、話に花を咲かせてい

ます。家族ずれでの参加もありで楽しく過ごしています。

お気軽に参加してください。お待ちしています。会報の送

付を行っていますが、周りで届いていない人がいましたら

事務局までご連絡ください。お送りいたします。 

OB,OG として学生支援に役立てるよう協力して行こう

ではありませんか。 
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同窓会として協力できることは実施していきたいと思

いますので、お力添えのほどよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 
氏家勝巳先生（数学科同窓会創立 25周年祝賀会において） 

 

 
 

 

 数学科同窓会の会員数は 

2015年 4月現在：4204名です。 

 

 

【事務局便り】 

 数学科同窓会の会報は卒業生や先生方からのメッセー

ジや大学の現況、さらに懐かしい先生からの思い出など、

同窓生にとって有意義な情報発信ができればと思ってい

ます。800文字＋写真など原稿をお届けください。次号に

掲載させていただきます。また、興味のある企画などあり

ましたら積極的にお寄せください。 

卒業生の寄稿も歓迎です。また、一言メッセージを随時

募集しています。また広告の掲載も募集しています。掲載

を希望される人は下記の連絡先にお問い合わせください。

数学科同窓会に関するお問い合わせも、下記の連絡先まで

お寄せください。E-mailでお待ちしています。 

 

連絡先  

〒259-1292 神奈川県平塚市北金目４－１－１ 

東海大学理学部数学科同窓会事務局 

事務局長：原田三行（70年度卒） 

e-mail : zharada@star.tokai-u.jp 

 

同窓会の運営経費は会員皆様の会費によって維持され

ております。一口 2000 円（何口でも可）を次の郵便口座

まで振り込んでいただきますよう皆様のご協力をお願い

いたします。なお、納入者については会報に掲載しご報告

とさせていただきます。 

 

 

口座番号：１０２００－２５７４７０９１ 

口座名 ：東海大学数学科同窓会 

 

 

【同窓会費納入者名簿】敬称略 

【2014年度】 

阿藤美冬, 阿部真大, 新井遼太, 泉優衣,伊丹直喜,  

岩崎真美, 遠藤啓太, 大瀬智史, 大野貴弘, 荻津秀昭, 

小薄慶宏, 加藤翔, 桐山碧維, 神谷洋典, 小林智行,  

斉藤章仁, 櫻庭匠, 高橋健太, 瀧澤正, 千頭和拓馬,  

長島雄太郎, 長谷川裕斗, 原綾菜, 針谷宏, 増田健太朗, 

本木翔太, 山田恵梨, 渡邉恵多, 渡部瑞貴, 我彦桂祐 

【2015年】 

菅原敏彦、山﨑則夫、小山宗彦 

ありがとうございました。 

 

【2014年度理学部数学科教員名簿】 

湘南校舎 主任 教授  ﾏｴﾀﾞ ﾖｳｲﾁ       前田陽一  
湘南校舎      教授  ｲﾄｳ ﾀﾂｵ         伊藤達夫  
熊本校舎      教授  ｲﾏﾀﾞ ﾂﾈﾋｻ       今田恒久  
清水校舎      教授  ｳﾗﾍﾞ ﾏｻﾂｸ       占部正承  
湘南校舎      教授  ｷﾘｷ ｼﾝ          桐木紳  
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高輪校舎    教授 ｻｶｲ ﾄｼﾉﾘ     酒井利訓 
札幌校舎      教授  ｻﾊﾞｳ ﾊﾞｼﾚ ｿﾘﾝ サバウ バシレ 

ソリン  
湘南校舎      教授  ｼﾏ ｱｷｺ         志摩亜希子  
札幌校舎      教授  ﾁﾝ ｳﾝｺﾞｳ        陳蘊剛  
高輪校舎    教授 ﾅｶﾊﾀ ﾉﾎﾞﾙ       中畑登 
清水校舎      教授  ﾅｶﾑﾗ ｱｷﾋﾛ       中村昭宏  
湘南校舎      教授  ﾌﾙﾔ ﾔｽｵ         古谷康雄  
清水校舎      教授  ﾎｿﾉ ｷﾖｼ         細野潔  
湘南校舎      教授  ﾔﾏﾓﾄ ﾖｼﾛｳ       山本義郎  
湘南校舎      教授  ｱｶﾏﾂ ﾄﾖﾋﾛ       赤松豊博  
湘南校舎      教授  ﾄﾞｲ ﾏｺﾄ         土井誠  
清水校舎      准教授  ﾏﾂﾀﾞ ｶﾂﾐ      松田克己  
高輪校舎      准教授  ｷﾀﾞ ｹﾝｼ       貴田研司  
湘南校舎      准教授  ｻｻｷ ｱﾂﾑ       笹木集夢  
湘南校舎      准教授  ﾂｷｵｶ ﾄｵﾙ      月岡透  
湘南校舎      講師  ﾂｼﾞ ﾀｶｴ         都地崇恵  
湘南校舎      講師  ﾅｶﾞｲ ﾋﾃﾞﾄﾓ      長井秀友 
湘南校舎    講師 ﾅｶﾔﾏ ﾋﾛﾏｻ    中山洋将 
湘南校舎    講師 ﾀｷ ｼﾝｺﾞ     瀧真語 
湘南校舎    講師 ｵｶﾞﾜ ﾉﾎﾞﾙ    小川竜 

以上 

 
 
【数学科同窓会役員】 

会長   山田正和 （69年度卒） 

副会長  松尾久美子（70年度卒） 

〃   中村昭宏 （76年度卒） 

事務局長 原田三行 （70年度卒） 

幹事   千葉彰悟 （69年度卒） 

〃   沢野重春 （70年度卒） 

〃   坂井和也 （80年度卒） 

 〃   岡安英文 （80年度卒） 

〃   山本義郎 （91年度卒） 

代議員  各年代２名 

会計   泉水博  （00年度卒） 

監査   手塚政夫 （70年度卒） 

 

 

【編集後記】 

 会報の編集に携わり 10 年が経過しました。お陰さまで

今回、第 10 号の発行が無事にできますことは、急な依頼

にも関わらず快く引き受けていただき原稿をお寄せいた

だいた、多くの方々に感謝申し上げます。 

（み） 

 

 

2014年 11月 3日の同窓会にて 

 

 

 

 

 

 

【発行】 
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編集 東海大学理学部数学科同窓会会報編集委員会 

発行人 山田正和 

発行所 東海大学理学部数学科同窓会 

〒259-1292 

神奈川県平塚市北金目４－１－１ 

 

 

 
数学科研究室のある 18号館 
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